
          　
最
近
、
市
役
所
か
ら
の
依
頼
と
偽

り
、
宅
内
の
排
水
管
・
ま
す
を
調
べ

清
掃
な
ど
を
し
て
、
後
で
高
額
な
料

金
を
請
求
し
よ
う
と
す
る
業
者
が
出

没
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
業
者
が
訪
問
し
て
き

た
場
合
、
不
要
な
と
き
は
、
は
っ
き

り
断
り
ま
し
ょ
う
。 

問
合
せ
先
 

　
市
役
所
上
下
水
道
グ
ル
ー
プ
 

　
蕁
５２‐1
1
1
1
（
内
線
２９１
･

２９２
） 

     　
愛
知
労
働
局
は
、
請
負
・
派
遣
事

業
の
適
正
化
推
進
の
た
め
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
１２
月
ま
で
実
施
し
ま
す
。 

　
平
成
１６
年
3
月
の
「
改
正
労
働
者

派
遣
法
」
施
行
以
来
、
労
働
者
派
遣

事
業
が
急
速
な
拡
大
を
続
け
て
い
る

中
で
、
依
然
と
し
て
不
適
正
な
事
業

運
営
が
み
ら
れ
る
ほ
か
、
請
負
事
業

を
偽
装
し
た
違
法
な
労
働
者
派
遣
 

（
い
わ
ゆ
る
「
偽
装
請
負
」）
は
減
り

つ
つ
あ
る
も
ま
だ
ま
だ
多
い
実
情
に

あ
り
、
多
重
派
遣
な
ど
の
複
雑
か
つ

悪
質
な
事
案
も
発
生
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
最
近
で
は
、
日
雇
派
遣
に

お
い
て
適
用
除
外
業
務
へ
の
違
法
派

遣
と
い
っ
た
新
た
な
不
適
正
な
事
案

も
発
生
し
て
い
ま
す
。 

　
今
年
も
「
守
ろ
う
ル
ー
ル
　
な
く

そ
う
偽
装
請
負
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

広
域
化
す
る
請
負
・
派
遣
事
業
に
対

応
す
る
た
め
、
関
係
事
業
主
に
法
令

遵
守
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
働

く
皆
さ
ん
へ
注
意
を
促
し
て
い
き
ま

す
。 

問
合
せ
先
　
 

　
愛
知
労
働
局
需
給
調
整
事
業
第
二

課
 

　
蕁
0
5
2‐２１９‐5
5
8
7
 

           　
愛
知
県
最
低
賃
金
は
、
１０
月
２４
日

か
ら
時
間
額
７３１
円
に
改
正
さ
れ
ま

し
た
。 

　
な
お
、
愛
知
県
の
産
業
別
最
低
賃

金
（
8
業
種
）
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

改
正
な
ど
の
た
め
調
査
審
議
中
で
す

の
で
、
今
後
の
改
正
状
況
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。 

問
合
せ
先
 

　
刈
谷
労
働
基
準
監
督
署
 

　
蕁
２１‐4
8
8
5
 

     　
知
多
半
島
道
路
の
舗
装
工
事
に
伴

う
夜
間
通
行
止
め
を
実
施
し
ま
す
。 

夜
間
通
行
止
日
時
　
１１
月
１７
日
豺
・

１８
日
貂
　
午
後
１０
時
〜
翌
朝
6
時
 

※
雨
天
順
延
。
予
備
日
は
１１
月
１９
日

貉
・
２０
日
貅
・
２１
日
貊
で
す
。 

夜
間
通
行
止
箇
所
 

・
大
高
Ｉ
Ｃ
蝸
大
府
西
Ｉ
Ｃ
　
下
り

線
（
南
行
き
） 

・
阿
久
比
Ｉ
Ｃ
　
上
り
線
（
北
行
き
）

入
口
閉
鎖
、
下
り
線
（
南
行
き
）

出
口
閉
鎖
 

問
合
せ
先
 

　
県
道
路
公
社
知
多
有
料
道
路
事
務

所
維
持
担
当
 

　
蕁
0
5
6
9‐２１‐2
7
2
1
 

 
ホ
ー
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ペ
ー
ジ
 http
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w
w
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　a
ic
h
i-d

o
u
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ko
u
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h
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/

 

   

下
水
道
を
ね
ら
っ
た 

点
検
商
法
に
ご
注
意 

知
多
半
島
道
路 

夜
間
通
行
止
め 

守
ろ
う
ル
ー
ル 

な
く
そ
う
偽
装
請
負 

県
最
低
賃
金
改
正 

そ
の
他 

問合せ先　　保健福祉グループ　蕁52－9871

《4・5歳ぐらいのこども達》 
　食事や着替えなど、自分の身の回りのことがだいたいできるようになります。また、言葉の理解力やコミュニケーションも、親が
子どもと対等な気持ちで話ができるくらいに成長します。遊びのルールや目的も理解できるようになり、同じくらいの年頃のお友達
と過ごすことを好むようになります。また、個性もよりはっきりしてきます。 
　「なぜ○○なの?」「どうして○○になるの?」といろいろ質問も多い時期。こうした質問には、わかる範囲でかまいませんので
答えてあげることが大切です。答えるのに難しい場合でも、こどもが疑問に思った気持ちを大切にし、一緒に考えてあげましょう。 

　4～5歳のこどもは言語理解の成長めざましく、大人顔負けの表現をしてこちらが驚かされることもしばし
ばです。また、好奇心も旺盛で「なぜ○○なの?」「どうして○○になるの?」といろいろ質問をするようにな
ります。大人にとっては当たり前のことでも、こどもにとっては不思議でいっぱいです。こども達の問いかけ
に、やさしくわかりやすく答えてあげましょう。（ ∇^^ ）Ｖ 

広報たかはま H20.11.115


